セイソウ シュヨウ ト シクロオキシゲナーゼ by 長谷, 太郎
氏名 長谷太郎
学位の種類 1専 士 (医 学)
学位記番号 第 4054号
学位授与年月日 半成13年3月31日
学位綬勺・の要件 学位規則第4条第1項該当者
学位論文名 精巣腫嬉とシクロオキシゲナーゼ
論文審査委員 主査教授 岸本武利 員IJ主査教授大谷周造
副主査教授 平川弘聖
論文内容の要旨
【国的】 Cyclooxygenase(COX)には2つのアイソタイプが存在し、なかでもCOX-2はプロスタノイド産
生を誘導してangiogenicfactorとしての作用を有しているD これまでに大腸席等の多くの腫震において
COX-2の発現が報告されており、癌の転移・増殖に重要な役割を則っていると考えられている。そこで今
回、精巣腫蕩組織におけるcoxの発現を検討した。
【方法】 RT-PCRにて精巣腫窮におけるCOX-l及びCOX-20)mRNAの発現を調べた後、精巣腰湯組織CTC)
72例、正常精巣組織(NT)20例を対象として、 ABC法にて抗ヒトCOX-l及びCOX-2抗体で免疫組織染色を
行った。盲見病理学者によりその染色の程度をgradeO(全く染まらないもの)からgrade4(強く染まるも
の〉段階で評価しそのスコアを用いて比較検討したc
【結果】 RT-PCR法で、正常精巣においてはCOX-l及ひ、COX-2のmRNAは認められなかったが、すべての
組織の精巣腫蕩において、両者の発現が認められた。免疫組織染色にて:--rT群ではCOX-l、-2の発現は非常
に弱く、 gradel以上のものは認められなかった。 TC群においては、腫蕩細胞や血管内皮細胞にCOX-l、
COX-2が共に有意に強く染色されたが、間質細胞では両者とも染色されなかった。
【考察】 COX-2はアラキドン厳からPGG2を合成する酵素であり、誘導された種々のプロスタノイドが血
管新生、血管透過性を冗進する。これまで様々な腫窮においてCOX-2の発現が認められており、またCOX-
2 inhibitorの投与により腫窮細胞がアポトーシスに陥ることからCOX-2が腫蕩細胞の増殖に関わることも
報告されている。精県腫爆においては腫場組織や血管において有意にCOX-l、COX-2両方の発現が認めら
れ精巣腫壌においてその発生・進展に関与していると示唆された。
論文審査の結果の要旨
【目的】 Cyclooxygenase(COX)には2つのアイソタイプが存花し、なかでもCOX-2はangiogenicfactor 
としての作用を有している。これまでに大腸癌等の多くの腫傷においてCOX-2の発現が報告されており、
痛の転移・増員fiに重要な役割を担っていると考えられている。そこで今回、精巣腫湯組織におけるCOXの
発現を検討した。
【方法】 RT-PCRIこて精巣腫傷におけるCOX-l及ひ。COX-2のmRNAの発現を調べた後、精巣腰高組織(TC)
72例、 if常精巣組織(うn)20例を対象として、:抗ヒトCOX-llえびCOX-2抗体を同いABC法にて免疫組織染
色を行った。 2名の病理学者により盲見法にて染色の程度をgradeO(全く染まらないもの)からgrade1
(強く染まるもの〉の5段階で評価し、そのスコアを用いて比較検討した。
【結果】町!'-PCR法で、 iE常精巣においてはCOX-ll:kひ[COX-2のrnRNAは認められなかったが、すべての
病理組織型の精巣腫壌において、 IL局者の発現が認められた。免疫組織染色にで:-JT群ではCOX-l、-2の発現
40 -
は非常に弱く、 gradel以上のものは認められなかったの1'C群においては、腫窮細胞や血管内皮細胞に
COX-l、COX-2が共に有意に強く染色されたが、間質細胞では両者とも染色されなかった。
【考察】これまで様々な腫語においてCOX-2の発現が認められており、またCOX-2inhibiLOrの投与によ
り腫蕩細胞がアポトーシスに陥ることからCOX-2が腫蕩細胞の増殖に関わることも報告されている。精巣
腫療においては、正常精巣組織では認められなかったCOX-l、COX-2の両者が腫癖組織や血管において有
怠に認められ、両者がその発生・進展に関与していることが示唆された。
本研究は精巣腫携におけるCOXの発現を検討したものであり、精巣腫鎮の発癌・増殖の解明に寄与する
ものと考えられる。よって、博士(医学)の学位を慢与するに値すると判定された。
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